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島根県・広島県江川流域の治山・治水に関する調査報告
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　　　　　　by
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Abstract

　　　　　　　．The　river　G6is　the　large　one　in　Japan，　extending　over　two　prefectures，　and　traverses

the　undeveloped　area　of　the　Ch百goku　mountain　range．　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　Th1s　basin　is　mainly　composed　of　granitic　rocks－granite，quartz　porphyry，granite

porphyry　and　older　or　newer　rhyolitic　rockl　these　plutonic，hypabyssal　rocks　are　now　cropped

out　on　the　lan（l　surface，as隻hey　have　intensely　been　weathered　for　a　long　period，resulting　to

form　a　typical　land　form，so－called“Peneplain”．

　　　　　　　Recently　this　area　has　been　p垂omoted　to　exploit　hydro－electrig　power　generating　or

U「amUm　mlnlng・
　　　　　　　Such　deep　weathered　granitic　rock　regions　are　generally　unfavourable　in　plant　growth，

havin喜many　bald　hills　within　their　environs．

　　　　　　　In　older　times，there　had　been　prosperous　in　iron　sand　mining，and　it　is　said　that　the

mining　areas　were　intensely　devastated　by　its　iron　ore　dressing　or　water　way　making・　But　the

so－called“evi1♀ffects”on　the　river　improvements　is　now　in　question，

　　　　　　　Generally　speaking，such　a　region　has　a　probability　estimating　considerable　amounts　of

sediment　accumulation，but　the　investigators　estimated　them　one－third　times　as　much　as　the

amount　of　riv6r　washout　debris　in　Central　Japan．

　　　　　　　They　interpret　that　the　above・血ehtioned　facts　are　mainly　due　to　a　small　precipitation，

subdued　land　form（including　geological　and　tectonic　conditions）l　these　two　factors　play　a　leading

role　in　transportation　and　sedimentation，

　　　　　　　The　writer　also　surveyed　the　land　disaster　regions（1and　slide，1and　slipぞetc）thoroughly。、

To　take　the　general　view　of　the　erosional　conditions，they　attempted　to　make　aφstribution

map　of“scarp　denudation”．　This　map　shows　de石nitely　a　sort，of　the　mean　erosional　coe伍cient

since　the　period　of　Holocene　or　so　far（Fig，1），　In　addition　to　this　new　conceptign，they　also

made　the　erosional　intensity－altitude　map（Fig．4）by　applying　th6former　map　（Fig．1），and’

assumed　the　recent　crustal　movement　in　this　region．

　　　　　　　By　means　of　these’丘eld　surveys＆nd　considemtiQns，they　could　gener＆11y　grasp　the

“dynamical　relations”among　resisting　power　of　rocks，　weathering　agencies　and　rock　distortions

before　or　after　granitic　rock　intrusions。

　　　　　　　Moreover　the　writer　estimated　the　amount　of　river　suspensions　at　the　Tsu倉a　gaging

station　of　Ch百goku　Electric　Company　for　one　year（1957），　and　its　records　show3、7×106m3

suspensions　in　this　rather　stormy　year．　This　amount　corresponds　to1。3mm　sur章cial　level

lowering　of　this　catchment　area（2，980km2）．

　　　　　　　By　the　comparative　consideration　of　the　data　of　Tsuga，K6bo　electric　generating　reser・

voirs（G6river　system），and　Odomari　reservoir（Ota　river　system），the　Writer　could　compute

the　suspensionゲand　bed　load　sediment　amount　utilized　for　the　river　improvements　or　sand　guard
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　江川流域は，広島・島根の2県にまたがる，わが国有

数の大河である。この川は山陰・山陽を連結していて，

中国山脈を横断している点も，珍らしい点である。

　本流域は，主として花崩岩類で構成きれている堅硬な

基盤が，直接地表に露頭しでおり，古くから侵食を受け

て，いわゆる準平原地形を呈する所である。この地域も，

最近は電源開発や地下資源開発の動きが活発となつてき

、ている。

　花嵩岩風化地帯は，昔から砂鉄掘その他で荒廃してい

る所が多いときれているが，その程度は判然としない。

しかし一般に植生の発達が悪く，禿山が多く存在して土

地災害が多く，砂防・河川改修の点から，土木や土木地

質の観点からも注目きれている所である。現在までの状

況では，この大河も電源開発以外ではあまり利用きれて

おらず，その合理的利用の面の検討が今後の重要課題で

ある。

　そこで調査担当者として，まずこの地域を構成してい

る，地質および地質構造について再確認をしシ全域にわ

たって崩壊，地すべり等の災害地の存在を確かめ，地質

および地質構造との関係を検討した。さらに今回は新し

く崖端侵食量（一種の侵食係数測定）の測定や，侵食最

強位分布図等の作成によつて崩壊や風化の進行過程を，

や㌧定量的に表現』し，最強位分布図によつて乳ごく最近

の地盤の変動状況を推測する方法を適用した。』

　この結果，構成地盤の侵食に対する抵抗度とか，深成

岩噴出機構と歪の生成状況とかを，ある程度把握するこ

とカ∫できた。「

　そしてこのほか江川の流砂量についても．，1年間その

懸濁物質量を測定した（中流部の都賀測水所にて，・中国

電力および広島通商産業局の好意協力による）。その結

果3・7×106m3（1957）の程度のものであることが判明

した。これらの値と同一流域内の，高暮貯水池と王泊貯

水池（これは太田川水系）の年間堆砂量とを比較検討す

ることによつて・この地域の流砂の実態を把握すること

．ができ，砂防・河川改修に対する1つの資料を提供する

ことを得た。

1。緒　　言

　本調査は・江川流域の総合開発調査の一部として，昭

和31年11月に実施したものである。・江川流域は，広大

な面積にわたつているので，全域をくまなく踏査するこ

とは，多大の日時を要する。’そこで問題となる重要地点

を中心として調査を実施した。

　本地域の地質図としては，古く20万分の1地質図

「浜田」が出版きれていて，その他はク万5千分の1

「庄原」図幅の西部が本流域内にはいるだけである。本

調査と同時に，5万分の1三次図幅が大和栄次郎・黒田

和男によつてなきれている。そのほかでは広島大学によ

る5万分の1「川本」図幅の調査および可愛川・馬洗川

流域の地質案内図等，断片的のものはかなり出版きれて

いる。、最近本所において50万分の1「岡山」図幅を編

纂中であつたので，この方面の資料を利用したが非常に1

有効であつた。　　　　　　　、

　本地域において実施した調査内容は，

　　1）　全域に対する比流量調査

　　　　調査者による実測地点　　’　　　　　　43

　　　　中国電力・建設省河川局・県測水地点　　10

　　2）地表地質調査および災害地実地踏査地点　　26

　　3）　中国電力に依頼した都賀測水所流砂量調査

　　　　昭和32年1月～12月

以上のほか，室内作業として，5万分の1地形図による

地形計測作業がある。その結果下記のような各種の図を

作成して実際の調査結果と比較検討を実施して，その利

用限度を確かめた（作図は20万分の1として完成）。

　　1）　崖端侵食量と地質との関係図

2）

3）

4）．

平均傾斜差分布図

平均傾斜図（切峯面平均傾斜図）

侵食最強位高度分布図

2。　地質および地形の概観

　本地域は総面積4，002．3km2に達して広島・島根両県

’下にまたがり，江川の流域がその全域にあたる。その地

質を概観すると（第1図参照）比婆郡西城町を中心に発

達する古生層地帯は，主として粘板岩・砂岩およびその

互層である。西城町南東の古生層中には，帝釈方面から

延びる石灰岩が一部本流域にも露われている。古生層を

貫く塩基性岩類としては，大平山附近の撒騰岩，飯山・

笹折山を中心とする輝緑岩，東深谷山を中心とする斑栃

岩等で古生層の北部の縁辺部に噴出したものである。こ

れらの塩基性岩は夜久野塩基性岩の貫入と関係があるか

否か明らかでない。この噴出におくれて西城西方から庄

原方面に発達する粉岩の貫入，それに続いて，中国地方

の底盤をなす石英斑岩および花嵩岩の道入があつたと思

われる。このほか流域内で古生層の発達する地域は，江

川中流の作木村および対岸の丹渡に発達するものであ
’
る
。 こ＼でも局部的ではあるが，石灰岩が発達してい

る。江川本流をきらに下流に下ると，川戸町附近に三波

川系の結晶片岩が20万分の1地質図には記載ざれてい
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る。最近の広島大学の調査した5万分の1「川本」図幅

によれば，この片岩の発達はあまり顕著でなく，変質の

度も弱いもののようである。川戸より下流の平田附近に

はかなり大規模な古生層の粘板岩・砂岩が発達している。

　中生層は甲奴郡田総村一領家村方面に発達するものが

本域中にはいる。主として粘板岩および砂岩からなつて

いる。その他の地点では世羅郡吉舎町の南方，戸張村か

ら西方に連続するものがある。これはおそらく田総方面

の中生層と連続するものであろう。

　以上の地層のほかはお㌧むね深成岩・半深成岩および

火山岩からなつている。白垂紀の中頃には火由活動が勃

発し，粉岩・斑岩の噴出から始まつて，中国底盤の主体

をなす花嶺岩類の貫入があつた。この時期に中国地方は

山化がほ買完了した。そして古第三紀にはいつては宇部

地方を除きほとんど陸化していたと思われるのである。1

そして中新世前期は西南日本の新生代随一の海侵期であ

つた。しかしこの新第三紀層は一般に波曲や蹴上はあっ

ても，弱い摺曲しかみられないのが特色である。中新層

と思われる地層は山間盆地をなして所々に存在している。

西城一庄原一三次，三良坂一吉田，壬生一八璽また島根

県側の新期火山山麓部である三瓶一大江高山方面に存在

する。一般に小面積しかない古隼層・中生層の水成岩を

除いて，大部分が斑岩や花歯岩のような深成・半深成岩

で構成されているために，治山・治水の立場からこの地

域を検討するとき．には，地質の條件が比較的同一である

とみなしうるので現象解析の立場から非常に好都合であ

る。

　地質構造については，古生層・中生層の水成岩や第三

紀層中にあるものは層理や層面の関係で割合に追跡しや

すく，確認きれている』ものも多いが，粉岩・斑岩・花嵐

岩中にあるものは，きわめて発見が困難であつて，後述、

のような地形計測の結果推定されるものもあるが，実証

が困難である。かつては地形学者が推定断層をモザイッ

ク状に多くひいて，ブロラク運動の複雑性を示したこと

もあつた。しかし最近では確認きれない限りなるべく断

層をひかない方針になつてきている。したがつて図中に

ひかれる断層の数はきわめて少ない。地形計測によづて

考えられる構造線については1別に項を改めて述べるこ

とにする。

　次に地形について概観することにする。東北の阿武隈

地方とともに，日本における準平原化作用が行なわれ・

現在その残悌をみることのできる地域として，地質・地

形両方面の立場からきわめて興味の深い地域である。中

国地方の平坦化にっいては古第三紀とか新第三紀末とか

いわれていて，それぞれ相当の理由がある。大塚弥之助

の中国地方切峯面によると，海抜1，000m以上の背梁山

地と海抜700m以下に広い分布があつて，背梁山地とこ

れを囲む山麓面とが対立している。この山麓面は，大体

400・一600mの間に最もよく発達している。中国地方の下

部中新統は700m以上の高度に及ぶものはなく，背梁山

地の縁辺では溺れ谷を埋めている。それゆえこの対立は

中新世の始めには成立したと考えられる。中国の周辺は

宇部方面の地質事象とか九州方面の平坦化作用を考え併．

わせて，第三紀中葉には，すでにこの平坦化作用が広範『

囲に及んでいたと考えられる。そして1，000m以上の高

位の平坦面は，それ以前の輪廻に属するものであろう。

この平坦面については第4図の侵食轟強位高匿分布図に

よつてその後の変動状況を知ることができる。平坦面は

その後新生代末の火山活動によつて変動を受けており，

また洪積期の礫層の状況によつて，当時の侵食を推測す

る一ことができる。この地域の侵食は，主として気象條件

によつて左右きれるか，地盤運動によつてきまるかであ

ろう。しかし現在もなおその影響を受け，かつ尾を引い

ているものが多いと思われる。

　2．1　地形計測による本地域の地形解析と侵食量の概

　　　測結果について

　本地域の調査を実施するにあたつて，次のような各種

の地形計測図を作成したが，おのおのについて作成の手

順および目的について簡単に述べよう。

　2．1．1　江川崖端侵食量と地質分布図（第1図）

　本図は全地域を5万分の1地形図によつて16km2の

正方形に分けた（4km　mesh）。その方眼の数は298に

なるが，このおのおのについて100m高度ごとに漢口距

離300m以内の谷の体積を計算する。300m以内にした

のは各方眼ごとに漢口距離を積算してみると（500m以』

上のものは除く）平均250m位となることがわかつたか

らである．500m以上のものを除いたのは，谷の入口が

このように広くなつたものは奥行も大きく，これだけ侵

食きれるには期間が相当長くなり，その期間には高度起

伏も現在の状況とも大いに異なつていたと恕像きれ，谷

容積の計算が困難となるとみたからである。そこで崖端

侵食程度の小規模なもので，現在の地形を基準として考

えられる古さのものに一応規定して侵食除去量を計測し

てみたのである。そして各方眼内の総崖端侵食量を面積

を除してkm3／km2の値を求め，これを20万分の1地形

図上にプロットして等値線を引いたものが第1図である・

本地域の総面積は4，002．3km2であり，この地形計測に

よる崖端侵食量は総計で74km3となる。水準にしてど

の位の土地低下になるかを計算してみると，o．0185km3／

km2となるから，すなわち18mほどの低下量となる。
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第1図　　江川流域の地質と崖端侵食量（昭和31年11月調査〉

池田葦山

　　ハ　　 β

第2図　　江川流域平均傾斜差分図（傾斜千分比）
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この量は決して少ない量ではない。大体この侵食量に達

するのにはどあ位の年数を要するものであるか，参考津

でに大胆な計算を実施してみる。現在本地域内およびこ

の附近で堆砂量を測定した資料としては，王泊・立岩の

2貯水池があり，120～130km2の流域面積に対『し年間

0。00003km3程度である。これはダムによつて捕捉きれ

たもののみで，実際にはこれより大きくおよそ0。00005

km3位と思われる。この程度の侵食量と一応仮定すると

74k血3を侵食するには約40，000年を要することになる。

この年数はあくまで仮想のものであるがこの位の年数を

要したと仮定すれば，1年に0・5mmの削剥量となる。

第三紀以後の堆積量を世界的にみて1年で0，4mm位と

なつている。かなり近似した値である。近似したからと

いつて正しいとはいわれないが，た買参考までに示した

のである。この図を用いて地質との関係を検討し，さら

に一部実地踏査の結果と照合してみるつもりである。

　2．1．2　平均傾斜差分図（第2図）

　この図は前掲のように298の方眼に分けたおのおのに・

ついて500m方眼の切峯面図を描き，その平均傾斜（総

平均の傾斜）と，現在の地形による100m等高線ごとの

傾斜の総平均との差（後者から前者を引く）を，千分比

（0／00）の値で示したものであつて，これの等値線を描い

たものである・侵食はまず平坦地形から始まり，幼・牲・

老の各時期を経てさらに平坦地に戻る輪廻をなすものと

きれている。したがつでこの場合は平坦面から早壮年期

に至る傾斜変化を示したものといえる。ての図の示す意

味は，値の高いほど傾斜変化の激しきを示し，すなわち

換言すれば，侵食が激しかつたか，隆起運動が激しかつ

たかを示している。この図は前の崖端侵食量図よりも古

期からの侵食量を示している。おそらく古第三紀頃から

の変化を示しているのであろう。この図では後述するよ

うに負の値を示す所がでてくるが，かえつてこれが非常

に面白い結果を示すことになつた。この図と前の図と比

較して侵食現象の継続性とか地殻変動の状況を推察する

ことができる。

．2．1．3　切峯面平均傾斜図（第3図）

　この図醤前述の古第三紀頃と思われる時期の平均傾斜

く角度で示す）を示した図で，ある時期の侵食開始前の

姿を示すものである。この図は古第三紀頃に噴出した流

紋岩の状況を示す意味で興味深いものがある。’

　2．1．4　崖端侵食度最強位高度分布図（第4図）

　この図は第1図を作成した際の資料をむととして4

km方眼内の侵食度の最も高い部位の高度を計算して，

高度の等値線を描いたものである。この図の示す意味

は，数万年以来の地盤の変動状態をある程度示している／

と考えられる。この仮定として侵食の度合は大体一様で

ある『という考え方がはいるので，』見矛盾した考えとの

非難を受ける恐れがある。古い波曲構造などがよく発葦

、三

’奪づ纂葱望羅轍・劉》¢

題妬α裂1鱒仰翅御幟榔一暁鰯鯉…訂137紹轡御り
覧ぐい一伊、鑑…一鑑博）・・紬賊

　　　　　　　　　　　　　　　1ズ／鴨　　　　　　　鶴J

　　　　　　　　　　　第3図　　　江川流τ域切峯面平均傾斜分布図
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すると，最近のものと弁別が困難となる。きらに岩石の

種類による侵食崩壊度の差異，構造線の存在による侵食

，速度の変化，岩石の生成時期による風化状態の差異，気

象，植被による差異等幾多の條件がある。これは精細に

みた場合考慮しなければならないことである。しかしこ

の場合大地形および大構造的な観点1とたって，とくに準

平原化作用とか山地の後退剣離，山麓階，山麓面という

点に焦点を合わせると，この高度はむしろ地盤運動の変

化をある程度示すものと考えてきしつかえないようであ

る』各高度の等値線が密集する所は，またこの資料の持一

つ意味からいつて，全面的に崩壊しやすいという表現と

なるわけであるdしたがつて，この図は地盤運動と崖端

侵食量との関係を示すものともいうことかできる。

　2．2　地形計測結果と地質および災害地

　以上の各種の地形計測結果と地質および災害地の間の

関係を概観してみよう。第1図として崖端侵食量を地質

図上にプロラトしたものを作成した。地質図は前述の通

り20万分の1「浜田」図幅を主体として，これに7万5

千分の1「庄原」，5万分の1「耳次」～5万分の1r川本」

の各図幅を参考とし，各調査者の意見によつオ修正をほ

どこしたものである。とくに本所の編図課で編纂中の50

万分の1r岡山」図幅の資料から有益な示唆を受けた点

が多い。次に各地域にわけて述べてみよう。

　1）　西城町附近　第1図によれば北方田鋤方面に0，03

（単位km3／km2，以後省略し，数字のみ示す）の木安定

な場所がある。地質は主として粉岩およびそれの角礫岩

からなり，南の石英斑岩地域もやはり不蜜定である。こ

の附近には大佐・今西・七谷・大谷の各崩壊地がある。

この川筋の奥地には油木その他の鉱泉地帯が点在し，新

期の変質作用が所々にみられる．　一般忙古生層の粘板，

岩・砂岩地域は，谷の傾斜も急で370以上あり，谷壁は

円味がなく直線状である。一般に崩壊を起こす所は白色

に変質した所から始まつている例が多い。

　西城町の南東の古生層中には，帝釈から延びた石灰岩

があり，このなかに後期に噴出した閃緑岩の地点が最も

不安定な状態を示している。第1図によつてさらにこの

附近を検討すると，この図で0．03の値を示す所は第2

図によつても150という高い値を示し，この附近が古く

から依然として不安定で崩壊しやすい地点にあたつてい

たことを示す。きらによく検討すると第2図で示きれて

いる八鉾附近（西城町北10km）は150という値を示し

ているが，第1図にはその傾向が示きれない。したがつ

て古く侵食削剥されてしまつた所ということになる。

　2）比和町の南西古頃・田口方面　この地域は，比和

町の北5kmの所の黒石山の崩壊地から南西に延びる一

つの裂線に沿つた崩壊災害地であることを示している．
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　この線の南西端の田口地区には，もっとも不安定な地点

　（α03）が存在し，附近には玄武岩の噴出があ軌　これ

は北北東方向の毛無山の方向に延びている。この裂線は

火成作用による地盤運動によるものと解きれる。また古

頃から流出する河水が異常に多いことは，後述の比流量

の項でふれる筈であるが，いずれにしても何らかの構造

線の存在を考える必要がある．第2図によつて古期から

の侵食量をみると田口附近が最も侵食きれている。そし

て田口の南西8kmの所，泉吉田も同じ150の値を示し

ている。こ＼は新第三紀層から構成きれている。その南

西には石原の第三紀層中の崩壊地すべりが存在する。以

上を要約すると，黒石山一田ロー泉吉田一石原一冠山の

方向には一つの弱線が考えられ，また実際の災害地もこ

の方向に並んでいる。

　3）神野瀬川上流　新市の東は玄武岩の噴出地域で，

早くから侵食され，低平な特殊の地形を呈している。一

般に新市盆地は山間盆地としては規模が大きく，かつて

は一大湖盆をなしていたかとも思われる所である。した

がつて目立つた崩壊地は上高暮までは認められない。上

高暮から下高暮に至る聞は後述の比流量図に示すように，

山陰側の神戸川上流と同じ位のきわめて高い値で，河川

流量が急激に増加し，そのゆえか崖端侵食がはなはだし

く行なわれて，0．03の値を示す。第2図によればそれ

ほどの高い値を示さない（100位）。この附近は石英斑岩

によつて構成きれている所である。

　4）　馬洗川および上下川　鷹志風呂山附近の中生層の

粘板岩砂岩互層の地域と，その続きである上下町附近

は，いずれもや＼崖端侵食量が大きく（0．02），きらに

本流の広定村附近はα03で相当に不安定な所である。

第2図によれば，鷹志風呂山の南と広定方面がやはり古

くから侵食きれているようである。このうち，上下方面

には玄武岩漿の流出による反山化作用（傾斜が緩になる）

が行なわれた所が目立つており，前述㊨ように負の値を

示している。これと同様の現象は，甲山町の西10kmの

所の津口附近にもみられる。このような造構運動がある

と，第2図では差が表われなく，見落きれることがある。

　5）西城一庄原一三次堆積層地域　堆積岩地域は新第
』
三
紀 あるいは第四紀の堆積層からなるゆえ，侵食に対す

る抵抗度は低いものであるが，何分低勾配の所にあり，

ほとんど水平に堆積しているから，洪水でもない限り仲

仲急激に侵食きれるということが少ない。そして盆地内

をあちこち漂積するだけのものもある。これらの地層内

14おいて大規模な崩壊地すべり地はあまりみあたらな

い。三次は西城・馬洗・可愛の3支流の会合点にあたる

ため，豪雨の際にはしばしば冠水，浸水を起こす．可愛

川筋は馬洗川と異なり合流点近くまで両岸に岩盤が露出

して，流況もよく，南部における唯一の水力利用地点を

もつている。

　第1図および第2図に示されているこの附近の数値は，

いずれも本地域中での最小値を示している。第1図では

山内西村附近がO．005という極少値を示しているが，こ・

れは後述によつて明らかになるように，山内衝上断層の．

背面にあたる地域で，傾斜の変換による堆積作用の増加

を意味するものなのであろう。

　6）可愛川流域　可愛川流域のうち吉田・甲立を含む

地域に，や、崖端侵食度の高い（0．015）地点があるが，

．それより下流側，下和知附近が0。01の低い値を示す。

河岸に露出する岩石の大部分は石英斑岩である。勝田以

奥は沿岸および山地がかなり荒廃している。本河川は吉

田までの比流量が年問平均5m3／sec／100km2であつて，

恒常性のある流量であるが，この地方の一般的傾向から

いえば，流量の多い方になる。第乳図によれば，壬生町

・八重町の北側の山地が0。025の高い値を示していて不

安定な地域にあたつている。20万分の1地質図r浜田」

では，この附近は花醐岩からなることになつているが，

よく仔細に検討すると山頂に石英斑岩がのつている可能

性が強い。また実際に小きな露出がある。しかし編図課

の礒見博の意見では，もりと広範囲な露出があるべきだ

ということであつた。他の石英斑岩地との比較ではむし

ろこの意見に賛成したい。一般に花嵩岩は谷の形も丸く

スムースに風化侵食きれる傾向であるから，『崖端侵食量

のような計測の仕方では案外に小きな値になる傾向があ

る。この点を考慮に入れて比較検討の要がある。常識的

に考えても石英斑岩の方が堅密なものが多く，コーアの

採集率（試錐などの）もよく，峨々たる山容を呈するも

のが多い。，しかしまた崖端侵食となると案外に崩落する

量が多いのではないかと思われる．岩体全体としての強

度の比較は，岩片などから算定きれるものでもなく，い

まのところ，どこから解析してよいか非常に難しい問題

である。きて，次に第2図の傾斜差分図によつてきらに

検討してみると，やはり藤原附近（大塩山・鷹ノ巣山）

に150という，相当侵食度の強い地点があり，これの東

北10km，出羽川下流阿須那の南に傾斜差分220以上の

所があるが，いずれも石英斑岩の地質の所である。

　きらに壬町・八重町から上流に文蔵山の崩壊地があ

る。昭和29年の台風の際に，土石流を生じた所である。

この附近は一般に土石流を搬出する箇所が多いが，災害

としては小規模なものである。生桑村上青・難子ノ目山

・火野山・明智附近に密集している。第1図によつても

文蔵山附近が0，02位の値でそれほど高い値ではない。
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したがつて元来あまり侵食程度の強い所でなかつた所に

急激に大きな台風がきて起こつた現象とみるべきであろ

う。

　7）江川本流（三次一出羽川間）西流した江川が，三

田谷附近から北方に流路を変向する附近に，生田川が南

西から本流に合流しているが，この生田川の流域とこの

範囲を東へ延長した一帯が0，02という比較的高い値を

示しているが（第1図による），これは島根・広島両県の

分水界となっていて，降水量が多いという理由もある

が，こ㌧は先行性流路として江川が広島側の盆地の水を

集めて島根県側に流出する峡谷を形成している所でもあ

る。第2図によれば，先行性流路の解釈にはまた別の観

点からの意見もでてくるのである。

　広島大学の下村彦一によれば，この分水界の北側口羽

村上田および平佐附近には現河床から170～180卑上の

砂礫層内に1～1。5mの径の花歯岩や玄武岩の円礫を含

んでいるというし，その対岸の作木村東にもほダ同様の

堆積層があるという．この附近がある時期に相当の起伏

をもつていたと考えねばならない。この附近が先行性流

路となるためには隆起と侵食とがほ穿つりあつた状況，

すなわちあまり激しくない隆起量を考えねばならない。

先行性流路の形成はそうするとこのような大礫の堆積後

の静穏期に行なわれたということになる。津屋弘逡が中

国地方の花歯岩体の形を切峯面によつて復原して示して

いるが，このときすでにこの江川の流路はきまつていた

ようである。先行性流路の形成を最近の現象としようと

する地形学者の見解には，賛成しかねる地質学上の事実

は，このほかにもあるようである。

　8）　出羽川水系における状況　第1図によれば，本水

系では中流部の高原附近の0．02～0．025の値が目立つて

いる。これは花崩岩の間に細長く石英斑岩が挾まれてい

る部分にあたつている。しかも後述の川本附近と同じ

く，花嵩岩体の聞に挾在する石英斑岩の幅員が大きくな

つた部分に不安定な地点が多いことは興味深い点であ

る。第2図によつて少し古く昔にきかのぼって変化状況

をみると，阿須那の南方生田川と分水界の附近に著しく

．傾斜変化のはなはだしい所がある（200）。こ、も石英斑

岩によつて構成されている所である．前述のように，石

英斑岩は堅密な岩体を構成している。た図や＼裂鐸ジ・節

理が花嵐岩よりは多く，小岩片となつて剥落する傾向が

ある・しかし相当強靱なものであるから・これが崖端侵

食量として高い値を示すのには，岩質以外の原因を考え

ねばならない。それは降水量が異常に多くて風化の速度

が早いのか，さらにもう一つ考えられることは，前述の

ようにこの岩体の幅広くなつた所が弱いというのである

から，これが噴出貫入の際に生じた歪みがもつとも集約

的になつている所が弱いのであるということが考えられ

る。これは現場において実証しえなかつたのが残念であ

る。この解釈にも二様の立場がある。すなわち花嵩岩と

石英斑岩の貫入の時期の前後とも直接結びつく閥題であ

る。石英斑岩を古いものとすれば古期の石英斑岩は花嵩

岩の底盤におしあげられて頂上に存在し，したがつて多

くの歪みをうけて弱くなつている。も一つは石英斑岩が

後から貫入した際にシ貫入体自身が周囲の抵抗を受けて

歪みを生じ弱くなっているとかいうことである。いまの

ところいずれとも決し難いのである。、

　きて第1図のなかの高い値の所を，現場の災害地と照

合してみると，石英斑岩地である上口羽の崖崩れ，花簡

岩地である出羽・鱒淵がそれぞれ不安定な所に存在して

いる．高原の西に0．025という不安定な地点があるが，

これは現場では確認しえなかつた。

　次に第2図によると都賀本郷一都賀一八色石一下田所

一阿須那一宇都井を囲んだ地域（中心が高原となる）は・

100以下の値となつて，周囲よりはむしろ唇下しているひ

これは侵食があまり激しくなかつたか，傾斜の変換があ

まり激しくなかつたか，傾斜の変換があまり激しくなか

ったかであって，上流の熊見一市ケ原間と相似た傾向を

示している。そしてこの周辺を150以上の高い値の群が

取り囲んでいる形を示している。そのうえ地質の分布か

らいつても花嵐岩の分布が比較的広いし，貫入底盤の谷

聞といつた感じである。この関係については津屋弘逡の

中国花嵐岩体図によつて，ある程度示されている。しか

もこ＼の低窪地に対する第四紀の火成活動はあまり激し

くはなかつたようである。

　9）　江川本流　出羽川一江津まで　都賀行を経て浜原

・川本方面のうち，川本町の南側の石英斑岩中に0．035

の値を示す所は第3図でも200以上の値を示す部分であ

る。との附近は最近世に至つて三瓶火山の後火山活動に

よる温泉変質作用が所々にみられるので7その影響もは

いつているであろう。川本附近の石英斑岩山地は相当の

急勾配を有していて，特有の山容を呈している。川本附

近の不安定な所を東に延長すると赤名附近となり，きら・

に延長すると高暮に至る。このトレンドは一般に降水量

分布図の多雨地の地帯と一致している。この方向はきら

に西城町方面までたどることができる。降水量分布図と

一致したからといつて降水量ですべてを説明しうるもの

ではない。おのおのについては各説の際にふれるつもり

である。本流からや㌧内陸にはいつた所に，井原川の上

流の矢上がある。矢上盆地はこあ附近に露出する花嵐岩．

地域の中央に位置し，広島大学による最近の地質調査
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（5万分の1川本）によつて花嵩岩の範囲が20万分の1　がって地殼変動や火成活動がどの程度説明しうるかとい

地質図よりもずつと縮少きれて，礒見博の説を裏書して

いる6さて矢上盆地周辺の花崩岩は風化侵食がはなはだ

しく，第2図ではあまり大きい値でないが，その理由に

ついてはすでに説明した。第2図によつてもこ、は案外

に値が低い　（100程度）。傾斜の変換が緩かに行なわれ

た所であろう。この附近が中国花嶺岩山地の特色を示す

ものである。

　別に第4図によつて改めてこの附近の状況を検討して

みる。・矢上町の原山を中心として高度550mの所に侵食

最強の部位があつて，附近の状況からすれば多少隆起し

たか，残丘として永く残つていたかであるが，いずれに

しても古くから侵食きれ続けてきた所のようである。し

かし矢上町諏訪谷の養老院裏手の崖には，幅2m以上の

赤鉄鉱の脈があり，所々にみる残丘も多く変質作用を牽

けている所をみると，新期の火成活動の影響を受けてい

るとも考えられる。

　，井原馴から西側の石英斑岩は，西進するにつれて流状

構造を示し，流紋岩状になることが知られ，その噴出の

時期は古第三紀の末頃と考えている。第3図によつてこ

れをみると，問題のこの附近が傾斜が急であつて・．新し

い噴出説に非常に一致した形態を示している。

　矢上町の西の山之内および市木方面は，第3図によれ

ば一50という低い値が示されている。非常に傾斜変化が

にぷかつた所になる。ζれに対する地質的事実はいまの

ところわかつていない。次に八戸川の流域では右支流の

上流戸川附近が第1図，第2図の双方によづても相当侵

食きれていることになる。この地点は地質的にいえば第
’
三
紀 に噴出した（古期噴出安山岩）安山岩によつて構成

きれている所であるが，この安山岩は堆積層の基盤にな

つているとみられるもので，侵食には直接の影響はない

はずである。

　本流の川平附近では第1図で0．025位であり，第2F図

でも200という高い値を示している。この附近は三郡変

成岩（三波川系）哩する片岩の露出がみられる所であ

る。実地調査した右岸の崩壊地もこの片岩のなかのもの

であつた。

　なおそのほか特異な所といえば因原の北西の三原村附

近には崖端侵食量の著しく低い地点が存在している。こ

れは洗紋岩のなかに島状にとりのこされた花闘岩が露出

　している所である。

　2．2．1地形計測函と江川全域の地質現象の解釈

　前節によつて災害地の説明の際，地質の点にもふれて

いるのであるが，地質現象の解釈に，この地形計測図が

応用される諸事実について若干説明を加えてみる。した．

　う点について簡単に説明するわけである。

　・1）　玄武岩漿噴出に伴なう地形変化，

　　第2図は前に一部ふれているようにデ傾斜量の変化脅

　千分比で示したもので，一般にプラスの値で示きれ為も

　のである。たy堆積層が昔と較べて最近異常に発達した

　というような場合はマイナスの値がでるこ・ともある。三

　次附近の堆積層地域でも，本図によればマイナスになる

　ような所ばほとんどない。しかるに上下川の所で一150

　という低い値がでて最初解釈に苦しんだが）この附近が』

　第三紀末の火成活動によって玄武岩漿の逆入があり，反

　山化作用が行なわれた所であることがわかつて，なんと

　，か解釈しうる見透しがついた。、同様の現象は甲山町方面

　にもあり，津久志村に一60の値がある（D）。一．図中の

　（A）の地点は一47という値で，これは毛無山南西の玄　　，

　武岩噴出地と一致している。（B）も赤名北部の火山岩

　噴出地である。西部に移るにしたがつて負の値も小とな

　つている。可愛川中流下土師の北の一19，八重町南西の

　一36，太田川水系内の一18，，一6，これらはほとんど地

　質的事実が明らかでないが，多くは閃緑岩系の岩石の噴

．出地帯に近接していることは事実である。この中国の玄

　武岩漿噴出の事実は，地質学的に非常に興味があり，、小

　倉以後研究されているが，小林貞一によると，次のよう

　にいわれている。吉備高原の玄武岩鐘は格子の交点に配

　列しているともいわれ，あるいは玄武岩地区は波曲・沈

　下しているともいわれている。一般に反山化過程にある

　地域と認められる。

　　2）第4図と中国における花闘岩体との関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　デ　　津屋弘達による花闘岩体の地形（第5図）は，花嵩岩

　のみについての切峯面図であるから，大まかにいつて侵

．食初期の概形を示pているものと思われる。これでみる

　と三次の南西方玲km附近を最高点として，楕円形の

　花嵩岩体があり，これは円山方面の背梁山脈の延びが分

　離した形となつて存在しているものである。庄原一三次

　の堆積層はこの両岩体の谷間に堆積したものと考えられ

　る。この三次の南の花嵩岩のmassのなかにNE方向に

　大きな構造谷を生じたのであつて，これは第3図によつ

　て知ることができる。甲立町附近は第。2図によれば10
　　　　　　ぺむ
　という非常に低い値であるが，地形的にいつても構造谷

　を埋積した乱流堆積物である・そしてまた別に・淳和野

　方向から延びてくる花崩岩体があ，り，太田川水辛の王泊

　附近に700mの高度の準平原を残している。これがきち

　に延びて大朝一矢上を通つて赤名方面に達している。こ

　の岩体の周辺には，川本・赤名・戸河内・生田等の傾斜

　変化の激しい所がある。この岩体は三瓶北東の巨大な花
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第5図　　中国地方の花崩岩体の地形（切峯面）

　　　津屋弘漣による

嵩岩体と，江川の谷を境として接している。このように

考えると，江川の谷の形成期はかなり古いものであると

考えられるのである。

　3）侵食最強位高度分布図（第4図）による地質現象

　　の説明

　本地域内で侵食度の強い地点で最も高位にあるのは，

広島県比婆郡八鉾村および上高野山村にある1，050mの

高度の面である。次の高度は950mで1，050の地点の外

周を構成している。この下の750m準位のものとの間に

一つの山麓階を認めることがきるので950m以上の所を

第1段と名づける’（符号1で示す）。第2段は650mと

550mとにその境界位置がきている（符号Eで示す）。第

2段は図の南西の王泊貯水池流域にもあり，矢上町にも

非常に小さい範囲で残り，その北東の八色石附近にもそ

の連続が想定きれる。比婆郡方面の第2段のなかの田口

から毛無山にかけては，その後山化作用があつたと思わ

れることはすでに述べ莚。550m以下に侵食最強位があ

る所は侵食して分離しているために範囲を示すのが困難

な所が多い。しかし図に示すように，450niと350mとめ

聞に分界をおくことができる（符号皿で示す）。この第3

段のなかで勝光山附近とか馬洗川上流の大笹附近がや＼

隆起したのではないかと思われる。きらに西域の南方は

吉野谷を中心として勝光山と同様の値を示す。こ、は黒

雲母花嵩岩を主体とする山地である．その南1とも550m

の所がある。そのほか，神野瀬川中流にあたる双三郡君

田柑を中心とする近くに，所々550m準位の∬が存在し

ている。

　第4段と第5段（W，V）とは判然として示し難い

が，三次一甲立r吉田一勝田の方向は一つの地溝帯の存

在が考えられる。

　さて皿（第3段）の地域のなかで注意すべきほ古生層

の地帯であつて，西城町附近は350mとなつて周囲より

窪んだ形となつている。これは侵食最強位の高度が350

mまで沈降しているとも表現できる。一般に古生層地域

は侵食期間が長いのと差別侵食の結果，このような窪地

を形成していることが多い。考え方によりては底盤侵入

の弱かつた所とも考えられる。底盤貫入が強ければ古生

層はむしろ山頂に押し上げられ，早く侵食し去られてし

まうともいえる。

　1，E，皿段階は，山麓階と認めてよいと思うが，こ

れは山地の後退的剥離の過程を示しているものであり，

各時期によつては侵食時期が分けられるものなのであろ

う。そしてこの侵食面の配置は，津屋弘逡の花嵩岩体の

あり方とよく一致している。た皮三次より南部の花嵩岩

体が350m準位という低水準であるのは，構造運動によ

る大規模な沈下を想定しなければ説明がつかない。そし

てこのN－E方向の凹地に対して直交する形で，江川本

流の熊見一都貨一粕淵方向に低窪地がある。式敷附近の

250mの孤立した低水準にある侵食のはげしい地点も北

からの連続であり，これを南東に延長すれば甲立附近の

低水準位と合流する。そして以上のいずれΦ方面にも礫

層の発達が著しいのは，構造運動と結びつけて解釈した

方が理解しやすいと思われるのである。

　本域の南西側の花嵩岩体にも1，1エ，皿の3段階が

認められることはすでに述べたが，きらに詳説の要があ

る。

　王泊貯水池の流域は，太田川の水系に属するのである

が，750mの侵食面を主体として，平坦度も大きく，貯

水池堆砂率もほとんど高暮附近と同楼である。この皿の

範囲は東では大朝附近まで到達している。そしてきらに

東方の藤原附近や維子ノ目山はその残片である．このよ

うに考えると，文蔵山附近の災害地はこの大規模な侵食

作用によつて分離した山中に起こつたものであるといえ

る。このほか∬の面が分離して存在している所は，矢上

町附近と八色石附近である。この地域の皿（第3段）は

分布も広く津屋弘逡の花嵩岩体の概形とも一致してい

る。江川本流浜原以　の右岸側ほ，三瓶山・大江高山の

噴出によつて凹凸がある。川平・川戸附近には150mと

いう低水準であるが，とれも古生層の発達地域であり，

周辺より窪んでいる特色は変わらない。、

　最後に全域を通覧して，隆起と沈下の大きなトレンド

らしいものを指摘して説明を加えてみると，西城町の

350m準位の所と，庄原一三良坂一吉舎を結ぶ沈降とみ

られる地帯，その西にほとんど平行するトレンドとして

多里一油木一勝光山一山内西一大笹（世羅郡津名村）を

結奇ものが考えられる。隆起量は小きなもの托思われ

るが，油木方面の鉱泉変質，勝光山の騰石化作用と大笹
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方面の閃緑岩の貫入の諸現象がこれに伴なつているよう

である。このなかで最近広島大学の調査によつて山内衝

上線が発見きれ（地図に記入してある）たことは，非常

に有力な事実をこの図に対して与えたものである。すな

わちこの図をみる・と山内西村附近で350m準位の線が南

に著しく突出レて示されている。そしてこの輪廓に沿つ

て衝上線が位置していることがわかつたのである。この・

実証によつて第4図が最近の地盤運動をかなりよく表現

しうるものであるごとが判明したのである。これξ同時

に，この350mの準位の線が三次の北においては逆に非

常に後翠して示され，この方面はむしろ沈降の形態を示

し，近くの石原に崩壊地すべり地があることも，なんら

かの構造運動のあつたことを示しているのであろう。こ

の点は最近三次市附近の地震の際，その震源地を冠山附

近と考えられているてとによつても証明されるようであ

る（大正8年11月三次地震）。

　次のものは比和川の上流久泉原一古頃一永田一三次一

甲立一吉田一勝田を結ぶ沈降地帯である。このうち三次

以南および北部比婆郡方面についてはすでに説明した。

きらに西へ移ると隆起量は僅かのようであるが，高暮一

戸河内一藤原を結ぶ島根・広島両県の分水嶺が認められ

る。これは侵食によつて分離した∬の山麓面に相当する

ものである。

　この次には赤名一宇都井一阿須那一大朝を結ぶ沈降地
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第6図　　中国地方第四紀火山の走向

　　　石見益田一徳山
　　　津屋弘達による

帯がある。この沈降地帯は規模は一番大きなもので，江

川流域の輪廓にもはつきりと示きれている。第2図をみ

ると，ζの沈降帯の中央に高原を中心とする100以下と

いう周囲より低い地帯があり広く分布している。また第

1図によつてみても出羽・杉谷・田所方面の堆積盆地

（0・010）があり，いずれにしても沈降地域であることを

物語つている。きらにまたその西には乙原一冠山と矢上

一天狗石山の2列の隆起帯があ軌や＼乱れた連続状態

を示している。これがこの方面の花嵩岩体の主軸の方向

である。したがつて巨晶花嶺岩・半花崩岩・敬塊岩等に

深部層がよく露出していて岩石の放射能も高い所である。

　次に三瓶山一湯抱一川本一因原一日貫方向に低窪地が

あり，こ＼に三瓶火山の噴出があった。以上述べるよケ

な方向性は，津屋弘蓬が益田一岩国方面において新期火

成活動のトレンドとして認めている方向と一致している

（第6図参照）。阿武隈花嵐岩地帯や北上においても深成

岩中にこのような波曲のあることが認められているので

ある。

　このNN－Eのトレンドに対して斜交するほダNN－

W方向のトレンドも認められる。そして現在の河川の流

向はこの2方向に流れているものが多いのである。

3．本地域の水交地質

一
上
述 の地形計測および地質調査結果から得た山地の荒

廃状況については，．一通り知り得たが，これが全般の水

理状況といかに結びつくかを調査したものが，比流量調

査であるd

　本地域の比流量調査を実施するにあたつて最も困難を

感じたのは・，面積広大で同時観測が不可能に近いことで

あつた。4，000km2という広大な地域では降水量も地

域ごとに異なり，比較的その影響の少ないと思われる低

水時を選択したとはいうものの，その地域差の影響は消

し去ることはできなかつた。比流量図作成にあたって

は，昭和31年度の中国電力の測水所の記録（都賀・高

暮・阿須那），建設省河川局の昭和31年度測水報告（西

城川・馬洗川・可愛川および江川尾関山）1島根県およ

び同港湾課の測水記録（八戸川・江津）等によつて実際

の測定記録上の時日のズ1イによる流量の変化を規正して

作成したものである（第7図参照）。

　3．1　江川流域の河況一般

　本地域の河川は東海・本州中蔀・北陸等に比較すれば

降水量が少ないので流量も多くないといえる。それでも

年平均比流量で4m3／sec／lgokn12はあるのであるから・

著しく低いというほどではない。これは山陰との境界の

山嶺では年間2，500mm位の降水量があるからである6
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瀬戸内海の乾燥気候の影響は確かに認められるが，それ

は平野部において目立つのである。江川流域は多く山間

であるためその感が少ない。昭和31年匿の江川中流都．

賀までの各月比流量変化を第2表として示す。これによ

れば，昭和31年度は西城川水系の上流部には降水量が

多かつたので著しく高い比流量を示している。西城川の

年比流量は昭和19年2・60，23年3・23（単位はm3／sec／

ioOkm2）であることによつても異例であることがわか

る。しかし実際調査者によつて測定の行なわれた11月

は，低水量に相当する時期であつた。馬洗川は古来から

流量の変化常ならず）しかも流量の著しく小きい川で年

比流量ぞL95m3／sec／lookm2である。各月の状況をみ

ても3m3／sec／lookm2になることはまれである。鮎流域の

岩石の風化が著しく進んでいるというより，むしろ堆積

層が卓越しているためといつた方がよい。しかし主次に

近づくに従つて，漸次比流量が増加してくる。これは地

下の伏流が漸次表流に転化するためと思われる。馬洗川

の過去の年比流量を参考までに示すと，昭和19年1，76，

24年0．68であつた。いずれにしても小きすぎる値であ

る。したがつて西城川が三次附近で急激に流量増加する
一
原
因 がよくわからないのであるが，あるいは馬洗の伏流

が加算きれているめではないかとの想像もきれるのであ

る。

　可愛1，li水系は三次へ注ぐ3河川のうち，最も恒常性の

ある流量を示していて，3～5m3／sec／lgOkm2の値である。

この中流下土師附近はかつて水力地点として選択された

所である（現在も計画中）b可愛川の過去の年比流量を

示すと，昭和19年6．80，21年4。04，22年3．60，31年1

4．78である。

　神野瀬川も上高暮上流では昭和29年7．34，30年5．04

である。比較的流量の多いのは降水量が高暮における測

定でも，平均年2，600mmもあるからといえる。この

川の山陰卿に！ま神戸川があつて菅田測水所までの比流量

は昭和19年16．7，21年15．3に達していFる。しかしこの

年の降水量は多ぐなく1，800mm程度であつた。神戸川

上流と神野瀬川の指谷橋附近の流量の急増は，いまのと

ころ説明しようのない不思議な現象である。これと比較

して東寄りの山陰側の川である日野川（根雨測水所）で

は6～7ml！sec／lookm2の流量である。

　江川中流の出羽川では年間比流量も3～5m3／sec／loO

km2であつて，比較的恒常性のある流量である。現在水

力地点として2地点が調査されている。本川ぽ上流部で

は花嶺岩風化地帯を通過（出羽・高原方面）するので比

較的比流量が小きいが，阿須那から下流部に至つて急激
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第1表　江川流域比流量測定結果

河　　川　　名

1．　西城川水系

大屋川
兼利川
八幡山川
七谷川
大谷1、rl

八日市川
本流（西城町まで）
本流（庄原町まで）

　出雲石川
永田　川
比和川（全域）

　〃，支流』古頃川
　〃　〃　甲野邑

木屋原より上流
　〃　三河内川

　〃　福田川
　〃　森脇川

須川より上流
須川一濁川

萩　　川
西城川本流

　（太田橋下金田）
　勝光山川（全域）
　〃　支流重行
　〃　〃　矢原
　〃　〃　市場
　西城川本流
　　　（三次橋）

流域面積
（km2）

23．80

5．65
3．67
3．60
2．00

10．07
138．54

72．40

9．52
18。68

123．64
9。一70

10，46

88．80

42．60

16．20

27．60
114，30

69．42

44．80
13．30
17．30
14．20

616．30

流　　量
（m3／seC）

0．134
0．130

0．067
0．076

0．023

0．240

9．45
9．64
0．05
0．363

5．87
0．87
0．40
3．40
0．25

0．40
0．72
5．58

2．35

一1．13

0。97
0．17
0。45
0．35

27．40

比流量
（m3／sec／

　　100km2）

0．56
2．30
1。80，

2．11
1．15

2．38
6．80
0．28
0．49
1．94

4．76
9．00
3．82
3．83
2．00、

2．46
2．60
4．88’

3．10
3。38

　一3．43

　2，16
　1．27
　2．60
　2．46
全域比流量

　4．1

河　川　 名 流域面積
（km2）

2。　神野瀬川水系
本流（下湯川）

　〃　（下門田）
支流（上里原）
本流（指谷橋）
本流（日『山橋）

3．　馬洗川水系
本流（丸田右支流）

　〃　（〃左4）
本流（三良坂まで）

　〃　（丸田一三良坂）

支流塩町川
支流上下川
本流（三良坂一三次）

全域

4．　可愛川水系
　本流（長登呂）

　支流上根川
　本流（長登呂一吉田）

　甲立支流
　支流多治比井
　　　　（吉田）
　本流（吉田一中村）

　全域

　　　　　室5．　出羽川水系

　本流（下田所）
　〃（下田所一阿須那）

　全域（合流点）

6．　井原川水系

　矢上川

25。00
90．00
13。80

12．60

29．40

58．80
139．20

51．00
150．52

292．40

113．60

784．00

90．40
10．50

260．70
・69．，00

18．40

221．60

670．60

49．60
137．20

’186．80

20．00

流　 量
て胆3／sec）

O．90
2．20
0．46
3．03
5．01

0．41
0．45
2．75
1．89
0．96
2．40
2．93

10．37

4．46
0．45
9．30
1．12
0．31

11．80

14。04

0．36
5．59
5．95

O．43

比流量
（m3／sec／

　　100km2）

　　3．60
　　2150
　　3．30
　24．00
貯水池により測』
定不可能

・1

1．40
0．76
1。97
3．70
0．64
0．82
2．50
1．32

4．93
4．28
3．56
1．62
1．70

5．40
2．00

0．73
4．07
3．18

2．10 イ

（昭和31年11月中旬測定）

に流量を増加する傾向がある。次に出羽川（阿須那測

水所）の比流量をみると，1召和25年4．79，26年3．54，

27年4．11，28年5．24，29年5、00，30年3。47である。

江川本流には昭和30年まで熊見に中国電力の測水所が

あり，その下流部の都賀本郷地点には同社の準測水所が

ある，建設省河川局の測水所もこの近く陛あり，日々観

測が実施きれている。

　昭和31年11月11日（第1表）の尾関山測水地点

（建設省）と，その下流の都賀測水地点における流況をみ

ると，尾関山の流量が162．68m3／sec（西城・馬洗・可愛

3川の合計にあたる）であるのに，都賀は43m3／secで11

月以後も流量増加していない。もつとも観測が午前・午

P
後

の2回のみであるから，その間に通過してしまつたと

も考えられる。いずれにしてもこの程度の出水は相当早

く通過するものであるようである。本流の流量のみで比

流量図を描こうとすると，このような矛盾が生じてく

る。したがつて各支流にはいつて実測して描いた比流量

図の方が，その地方の特色（とくに地質上の）をよく不

しているし，誤差も比較的容易に補正できるものである。

　江川比流量調査におけるも一つの困難は，都賀より下

流については，ほとんど流量測定が実施きれていないこ

とであつた．そこで因原橋と川平橋附近で流量測定を実

施した。

　　因原橋附近本流流量（11月24日）60．3m3／sec

　　川平橋附近　　〃　　（11月25日）74。2m3／sec

　　両国橋附近　　〃「　（11月26日）29．5m3／sec

都賀より下流の支流については井原川の上流（矢上

川）を計測しえたのみであつたので，島根県庁および中

国電力の観測資料によb補うことにした。八戸川は合流

点ぞ8．3m3／secの流量での流量であつた。それ以外の流

量は本流流量によつてうかがうことにした。

3．2　江川全域比流量図（昭和31年11月中旬）

　　による水文地質と災害地の検討

前述の通り全域を完全に比較しうるような同時観測の

資料を得ることが至難であつたので，支流の実測を中心

として検討することにした。第7図は等値線をひいたも

のであるがもちろん厳密にいえば分水界があるので，そ

こで不連続となるはずである。しかし大勢を概観する意

味で等値曲線を描いたのである。

　3．2．1西城川水系
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　西城川水系には比和川を始め支流が5つあり，．いずれ

も‡部の脊梁部の水によつて酒養きれている。最＃流部

の備後落合を中心とする県境附近は6．8m3／sec／100km2

という値で，、かなり高い値を示し，これは反対側の支流

日野川上流部と全く相似た流況である。この附近はあま

り災害地も目立たない石英斑岩の山地である．ところが

古生層の地帯にはいると，七谷川・大谷川・八日市川と

1～2m3／sec／lookm2に低下し，西城町南部の石灰岩地

帯ではさらに低下して1以下となり，庄原までの両岸は

流出量も少なく，o．28（単位m3／sec／km2）というような

極端に低い値を示す。この異常は説明が困難であるが，

古生層中における石灰岩層の発達を考えると，帝釈川方

面への漏水も、考えられる所である。上述の1～2の値の

所に第1図によつて崖端侵食もまた第2図の傾斜変化も

大きいことがわかる。すなわちこれは，裂罐や節理が多

く水が浸透しやすく，山体自体が幾分脆くなつているた

め，風水害の際に崩壊を起こす確率が高いのであろう。

実際の踏査結果については後述に譲る。次に勝光山の南

麓から流下する小支流が本流に合流するが，重行川の

1・3m3／sec／100km2（以下単位略す），矢ノ原川の2．5と西

偏するにしたがつて比流量が高くなつている。きらにそ

の西で比和川が合流している。本支流は全流域比流量は

4．8にも達して，流況もよく水力地点として計画に上つ

ている地意（木屋川・須川等）もある。一沿岸は大体粉岩

を主体とする地質であるが，石英斑岩の露出も広くて，

場所によつては両者の混じている所もある1

　きて最上流部の久泉原・森脇方面は2．6という低い値

で・黒石山のNN－E方向の大亀裂の存在と風化の激

しきによつて伏没水量も多いものと思われる。山頂附近

では大体5～7の値であるべきである。比和町附近は案

外に比流量も高く5である。これより下流，右岸の古頃

川は特異なほど比流量の高い地域で9という値である。

その支流の甲野邑は3。8でもはや異常の値を示きない。

第1図をみると，久泉原から田口の方向に向かつて，著

しく崖端侵食量の大きい不安定な所がみられ，古頃川は

これを横断して流出しているようにみえる。黒石山の大

亀裂の方向と一致するのであるが，崖端侵食量の異常に

高い点の分布と異常流出というこれらの條件を考え合わ

せてみると，なんらかの異常な地殻変動があつたと考え

ねばならない。

　比和町から流下する比和川本流も古頃川との合流点の

直前でジグザグの流路をとつており，古頃川の方が本流

のような感を与える。比流量等値線を引くと高暮方面の

高い値と・むしろ連絡しているようでN－WWの方向

に比流量の高いトレンドが考えられる。これは中途で玄

（第10巻第9号）

武岩の噴出で阻止きれているようである。

　一般に比和川以西の河川の流路方向をみてもN－W

方向が多いのも大きな構造線の方向を予想せしめるので

ある。比和川もこれ以下では漸次比流量が低くなつて

3・3になる。ところがその西側の小支流，出雲石川にい

たつては0．5という値となつてしまう。、これはむしろ比

和川の旧河道と考えてもよい所である。厚い第三紀層

（白色砂岩層で粗悪炭を含む）によつて埋積きれてい

る。次の西の河谷は萩川である。比流量は3．4で上流部

に堆積層が発達し，閃緑岩脈が石英斑岩を貫いている。

中流の橋堅附近にも閃緑岩体の貫入があり，磁硫鉄鉱の

鉱染がある．常定附近には鉱泉がある．6一般に西城川に

合流する小河川は比和川を除いて第三紀層の堆積層中を
　　　　　　　　　　　　　コ
流下するゆえに比流量が小きい。西城川水系の水の収支

関係で特異と考察される点は，三次附近で急に流量増加

することである。昭和31年11月15日の西城本流下金

田附近太田橋における流量は15・8m3／secであるのに，同

日の三次における観測は27．4m3／secとなつている。測

定時間その他を考慮し森原発電所（神野瀬川より取水）

の放流量を計算に入れても5m3／sec内外の下流増となり

（高水位の伝播とも考えられない），異常な値を示す。

これについては，山内衝上線の存在を考慮に入れると，

ある程度解釈できるかもしれない。この点については前

述したところである。

　3。2。2神野瀬川水系

　この水系は比和川の最上流とほ之ん㊧近接した地域か

ら流出し・ている。そして山間の高位置の新市盆地を西流

する。毛無山の南部は玄武岩の噴出地帯であり，岩盤脆

弱のためか早く侵食きれて広大な平坦地形を呈し，岩層

のたまり場となつて焼る。河水もほとんど伏没して所々

に水流がみられる程度である。一種の岩石床とも名づく

ものであろう。現在は放牧地として使用きれている。こ

Φ附近の比流量は2雌であつた。新市から下流は次第に

両岸がせまり，山陰側の多雨地の続きの部分に近づくの

である。したがつて比流量も漸次高くなる』上里原の奥

に山崩れがあり（昭和27年の災害地），復旧工事が実施き

れている。

　上高暮かち指谷橋の地点間は，とくに右岸側の山地崩

壊がはなはだしく多量の砂礫を本流まで搬出している。

この情況は層版によつても看取きれる・高暮ダム完成

（昭和21年）以後の貯水池の堆砂量をみるζ総貯水量に

対して5％である。それほど激しい堆砂率でもない。し

かしこの附近の比流量は12という高い値に達している。

この分水界北側の山陰側は神戸川の上流にあたり15～

16とい う高い値の比流量を示す。平年でこの附近の降
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水量は2，500mm位である。年によつては1，800mm位

のときもある（神戸川上流の昭和19年）。しかし比流量

は依然として15附近の値を示す。比流量がこのように

高い所では普段から流積きれる岩層が多くなり河床に堆

礫が多くなつている（図版参照）。

　高暮ダムより下流側は貯水池による水量の調節が入為

的に行なわれているため，自然の状況を把握することが

困難であつた夢で・次9ようにした・三次の北西の日山

橋附近の神野瀬流量測定，君田村の各発電所および森原

発電所の当月の使用水量を勘考して比流量を定めた。

　3．2．3　馬洗川水系

　この水系は地形図の読図によつても理解きれるよう

に，侵食や風化によつて分離孤立した残丘が多く数えち

れる（とくに上下川方面に多い）。・しか、も上流部の分水界

近くには硯石統からなる中生代の地層が露出している。

そして中流以下には第三紀の堆積層が諸々に分布してい

る。この川は伏没水量が多いために比流量がきわめて小

きいのが特色である。田総方面はことに中生層中に侵食

の激しい地点が存在しており，0・8という比流量であ

る。本流の丸田の上流部にも侵食の激しい地点が第1図

によつて看取きれる。これもそれぞれ1．4，0．8という

低い比流量の上流の地質とよく合致した値である。丸田

から三良坂間ではや＼表流増加して3・7を示す。これは

沖積層下の砂岩層が発達が悪く，基盤が浅いので，比較

的高い値を示すのである1）。塩町川の流域は・下流部に

おいて，塩町累層（非海成層）中に流入するためか0・6

という低い値を示す。第1図によつて崖端侵食量をみて

も，本地域は0．010～0。020という一般的に低い値（単

位　km3／km2）¶の所，、換言すれば堆積層の発達が著しい

範囲に属しており，したがつて地下浸透する水量も多い

わけである。たダ塩町川中流の大笹附近が著しく侵食き

れているが，こ、は新期花簡岩の貫入地域（？）にあた

っているからであろうか。塩町から下流になるに従つて

漸次比流量増加し，4になり，きらに下流の畑敷方面で

は7に達する。和田村附近の高い値は西城川方面の水も

加わつているのではないかと予想される（前述の通り）。

いずれにしても本水系の年間比流量はL95（昭和31年）

という低い値であるが，降水量にそれほどの差があるわ

けではないから，表流が少ないというわけである。そし

て地下流が多いわけである。

　3．2．4可愛川水系

　最上流の大朝附近は比流量5である。第1図によつて

みると0．020のかなり高い値である。大朝‘八重聞の山

岳地帯では昭和29年の土石流出が諸々に認められるこ

とは，すでに述べたるこの附近の比流量からはこのよう

な災害の起こる可能性があまり考えられないところであ

る。八重附近の比流量は3．6である。第1國によると文

蔵山一維子ノ目山方面は主として石英斑岩からなり，山

頂近くに崩壊地がある。可愛川も上根附近で大屈曲をし

て北東流し，勝田附近の比流量は4．3である。この上根．

地区は上根地溝といわれる北東方向の階段断層が発達し

ている所である。この谷を南西流する根ノ谷川は太田川

に注ぐ川である。勝田より下流は流況も良好であるが，

吉田および甲立へでる左岸支流は真．7または1。6で比流

量も低くなつている。この上流はいずれも低位礫層（高

度300m附近）が比較的よく発達しでいるからである。

このうち吉田町に注ぐ支流の河川敷内の伏流水について

は別に示してある。本調査中は可愛川はゼ般に流量が低

く，11月平均比流量はL6にしか達しない。したがつて

本流域比流量は西城川が平年の2倍に比較し％である。

　3．2．5　出羽川水系

　上流の田所方面は花崩岩崩砂地であり，鱒淵・，三坂方

面には禿山が多く，最近め植林によつてかなり緑化して

はいるというものの，深層風化はなはだしい地帯である。

したがつて比流量も著しく低くO．7である。これに反し

て高原方面からの支流は流量も大で水力地点として日向

地区が計画きれている。第1図によれば高原の南西に

0．025という高い値の所がある。出羽附近・後谷・大草

の各災害地についてはこれを別に各災害地の

項で説明する。

　3．2．6　井原・八戸各水系

　これらにっいては井原川上流の矢上川について実測し

たのみである。矢上は出羽上流の田所地点と類似して花

闘岩風化崩砂地である。そして火成変質作用も所々に認

められている。盆地周辺は古昔より山砂鉄採取のため山

を荒しているので，長年にわたつて砂防工事が実施きれ

ている。矢上川の比流量は田所方面に比較して案外に高

く2である。

　八戸川は実際に踏査しえなかつたが，島根県庁よりの

11月28日の流量，昭和29，30年の八戸測水所の記録に

よつて大体を推定したのであるが・多少の誤差はあるも

のと思われる。比流量は3。5位である。第1図によれば

右支流の上流日貫地点方面に崖端侵食量の大きい所があ

る。

　3．2，7　総括および補遺

　江川全域の比流量を総観すると，［一般に堆積層卓越地

域においては低い値をとり，山地においてはこれと比較

して高い値をとるのが普通である。山地において周囲よ

り低い値をとる所とか，堆積盆地などで周囲より高い値

をとるような所が，崩壊その他の災害の発生する場所と
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なつている。つまり接近した隣接区域（分水界を隔て

た）において，高低の差がはなはだしい不連続の所が，

不安定な崩壊しやすい所となつている．そしてこれらの

値を規定する基礎として地質および地質構造があるわけ

。である。なおそのほかに降水量の地域的変化という要素

も，もちろんこのなかにおりこまれているというわけで

ある。これらの実態は第1，2，4，7図を比較検討する

ことによつて明らかになってくる。崩壊侵食，堆積等の

現象を規定する要因のうち，どれが卓越しているがを弁

別するということは非常に困難な問題であつて，各事例

の説明の際に多少ともふれてはいるが，定量的にこれを

示すことは現在の段階では無理である。

　比流量の変化と災害状況とが合理的に一致している地

点としてあげられる所は，

1）　西城町附近古生層地域

2）比和川水系古頃附近および田口

3），神野瀬川水系上高暮北岸地域

4）　庄原一三次山内衝上線附近

5）可愛川水系では上流部大朝一八重の北東

0）　江川中流都賀一川本間両岸の侵食量大な地点

7）　出羽川水系，田所・矢上等花崩岩砂崩積層地域

である。

4．災害地各説

　本次調査の際に，実際に踏査して調査した各地点につ

いて地形計測結果，比流量測定結果を参考として現場実

測，観察について述べるこ、とにする。

　4．1　西城町附近

　1）七谷川　一見して大きく荒れている地点はない

が，中流の硯石統の赤色凝灰岩層中に崩落程度の災害が

ある。この附近は無住地なのであまり人々の関心をひい

ていない・赤色擬灰岩の小脊斜軸があつて・脊斜部から

剥落している。この凝灰岩は噴出の際多量の石灰岩を包

裡していて，石灰礫は大部分丸くなつて熱による変質を

示している（図版1）。地層は一般にN15。EでDip30。

である。上流左岸硬砂岩中に崩壊面があるが15皿×25m

程度のものであつた。この砂岩はや㌧放身寸能が高く，自

然係数のL3倍であった（岩片による測定）。七谷川の水

質は，16。C，2，350Ω一cmでかなり低比抵抗の水であり，

西城川本流が約5，000Ω一cmであるのに較べ著しく低

い。変質がかなり進んでいるためと思われる。

　2）大谷川　七谷川の北の大谷川は比流量も1・一15で

あり，大谷川は水温14．2。G，14，400Ω一cmである。七

谷川よりは水質がよい。しかし谷中の所々は白色に変質

した岩盤がある　（図版2）。地質図によれば，本流に

石英斑岩や粉岩等が発達している。本流との合流点よ

り500m上流に黒色粘板岩層があり，古生層の存在が認

められる。本谷においては崩壊面から流出する湧水も，

5，400Ω一cm（13。C）の値である。第1図によればむしろ

大谷川の谷の方が崖端侵食量が多く，不安定（O．030）な

状態を示している。図版3は下流の崖面の崩壊状況を示

す。

　3）大佐附近　西城川左岸の古生層の砂質粘板岩地域

は，北部大佐附近に小規模な崩壊があるが，一般に谷壁

の傾斜が急で曲面を示きない。

　4）西城盆地西城盆地の新第三紀層中には，災害地

らしいものはあまりない。北部の花嵩岩系の崩積層から

なる白色の堆積層は，西側の塩基性岩の青色崩積層より

は抵抗性が強い。ほとんど水平の層理で，大洪水の際な

どは剥離流失する（図版4）。

　4．2　比和川流域

　1）黒石山の大亀裂　比和川の上流久泉原の南にあ

る・標高1，021mの山であるが・花闇岩から構成きれて

いる。その南東側の中腹にN20Q　Eの方向で大亀裂を生

じている。この亀裂の発生は明治！9年の大洪水の際と

いわれている。亀裂線に沿うて歩いてみると，2ん3m

の落差を認められる箇所が所々にある。この断層面はは

なはだしく風化きれており，新鮮な面は到底みることは

できないが，北東隅においてこの風化ばいらん状況につ

いて下記のように計測してみた。この計測値は後記の低

』位地の花嶺岩地における値と比較の要がある。この測定

器は土壌中の水分が石膏の電極に吸収きれて多比抵抗が

下がるのを記録するようになつている。

　たy水分中に強電解質があると比抵抗値が下降するの

で，補正を施す必要がある。測定は斜面の上下17mを

離れた位置で測定した。下部の方が新鮮な風化層（完全

にばいらんしていない）であつたためか，第8図のよう
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に比抵抗が高かつた。この方法の利点は資料を採取して

持ち帰つて実験しては組織を破壊するので，現場におけ

る値を（in　situ）求められないが・この方法でに現場に

あるそのま＼の姿での値を得られるのである。第8図と

して時問と比抵抗値との関係図を示す（図版5）。

　2）古頃沢　比和川も須川より上流は流路屈曲して不

自然な流れ方であるが，むしろ古頃沢に延びる流向の方

が自然である。こ＼は比流量9という非常に高い値であ

り，踏査の結果では両岸とも崩壊地を認めず，西城方面

の古生層粘板岩山地のような急傾斜面をもち，植生も良

好でなく，芝草程度で牧草地のような感を与える。古頃

の最上流附近には1河床礫に大きな石英斑岩・粉岩髪ま

れに玄武岩礫を認める。こ＼は第1図に示す久泉原一田

口方向の弱線に関係してはいるが，むしろその集約され

た水のはけ口にあたつているようである。

　4．3　神野瀬川上流地域

　神野瀬川上流へは比和川上流の分水界からはいっ、た

が，高野山附近の花嵩岩および石英斑岩はもつとも古い

侵食面に属するためか，風化侵食度がはなはだしく，図

版6で示きれるように，深層風化を示し，場所によつて

は小規模な風化堆積層（図版7）が層理を示してセ、る・

風化層の厚きも20～40mに達し，なかには古生層の粘

板岩や砂岩が大塊で捕獲きれ，そのま＼赤色に風化して

いる．毛無山南の緩斜地の発達は現地踏査の結果では新

期に玄武岩の流出があつたことが主要な原因である（図

版8）。

　新市の下流上里原に流出する支流の災害地については

すでに述べた。こ＼は第2図によつても0．030の範囲に

はいつている。これから下流ではだんだんと比流量が大

となり，河川の屈曲がはなはだしくなる。上高暮には測

水所がある。測水所の下流側の右岸は河川の堆砂がはな

、はだしく，ことに指谷橋際には小支流が多くの土砂を搬

出している様がみられる（図版9）。こ＼から高暮貯水

池内に運搬きれる砂礫は，相当なものと思われるが，現

在までのこの貯水池の堆砂量は総貯水量に対して僅か5

％である（昭和21年～25年間）。

　4。4可愛川流域

　本水系において実地踏査したのは，最上流の大朝一八

重間の文蔵山周辺の土石流状況である．　これは昭和29

年の台風の際に起こつたもので，その規模も小きいもの

・である。そしてこの形式も過剰の降水の際の，花嵐岩山

地の土石流と全く同じ形式のものである。災害後砂防ダ

ムも2カ所構築されている。図版10にみられるように・

土石流の発生箇所も小きく，5m×10m程度のものであ

る。土石流の流下した途中の杉林の杉が，土石流の力で

押し倒きれている（図版11）。

　文蔵山の南東の方の土石流を写真によつて示すが・あ

まりはつきり、しない。いわゆる崖崩れ程度のもので，無

住地であるからあまり問題にならなかつた。藤原方面に

流下した土石流の先端を，．図版12で示す。岩質はいず

第2表　昭和31年度江川全域・主要河川各月比流量表

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

全　年

流域面積

測，水所

西城　川

7．43

4．75

19．62

8．13

5．48

11．00

12．16

6．77

10．57

3。90

4．12

2．36

8．06

616．3km2

三次市宮之峡

馬洗　川

1．57

1．46

2．66

1．60

1．31

2．94

L3。10

2．69

2．72

1。62

1．22

0．46

1．95

，784．Okm2

南　畑　敷

可　愛川

1，19

2．09

4．62

4．18

2．07

8．14

11．73

9．86

9．99

2．49
1．37』

0。17

4．78

580．3km2

中 村

合計（尾関山）

3．34

2．76

8．71

4．58

2。93

7．32

8．96

6．48

7．72

2．69

2．19

0，92

都賀（建設省）

2，98

2。77－

7．46

4．42

3．12

6，17

6．00

5．02

4，93

2．08

1．45

1．00

4．90 1 3。98

・98…km21 2，790km2

三次市刈江川本流都賀，

都賀（中国電力）

3．12

2．64

7．00

3．97

2．70

5．72

5．56

4．93

6．10

2．46

1．73

1．2

3．96

2，890km2

江川本流都賀

（単位　m3／sec／100km2）
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れも石英斑岩であつた。こ、で水文地質の観点から，藤

原方面へ流出した土石流にっいて取扱つてみる。藤原方

『面へ流出する小流の水質は，1，700Ω一cm程度で，流量は

0．oolm3／sec，したがつて比流量は』1．25m3／sec／100km2

で，この附近の一般よりは相当低い偉であ為　（5m3／sec／

100km2が普通）。　第1図によつても崖端侵食量の相当

大きい所（O．025）に相当している。これでみると，この

石英斑岩地は山頂の部分がかなりゆるんでいるのではな

いかと思われる。また一つには，山頂近くの所々に昔の

風化堆積物の遺跡が残つており，風化層が相当深い所と

も考えられる。

　次に本流を下つて吉田町附近に至る。多治井川の河川

敷で工事中であり，河川敷内の伏流水を揚水していたの

で，この附近一般に発達する砂礫層の透水性の参考とす

る意味で測定した．

　面積3L6卑2，深き2mの竣深箇所に対し，四周から

流出する伏流水は0．043m3／secであつた。流向に対する

直角の断面では2m×4，5mニ9m2，この潤辺を除いた

残りの断面長は約20mであるから，同様の流出状態と

　　　　　　　　　2すると0．043m3／sec×一＝0．19m3／secとなる6　この
　　　　　　　　　4．5
時季の表流は0．3m3／secであつたから，表流量：伏流量

二3：2である。伏流は2mより以深にもあると思われる

から，実際は伏流水量の方が多いものと思われる。多治

井川の比流量は1．7m3／sec／lookm2・であつて，可愛川の

一般性からみると低い値であるのも，このような伏流と

なる部分が多いためと判断きれる。同様なことは北側の

甲立に流出する支流についてもいえることである。この

附近には，甲立礫層といわれる高度300m附近に平坦な

面をもつ礫層の発達がよく知られている。’この成因につ

いては前述しておいた。

　4。5出羽川流域

　出羽川の中・上流の出羽方面は，花崩岩の深層風化地

域である。出羽の南東の後谷・岩屋の中間で花嵩岩風化

状況を調査した。土壌水分計を用いて水分測定を実姫し

た。その結果は黒石山調査の結果と比較できるように第

8図に記入しておいた。風化状況の比較では比婆郡北部～

よりは深層風化度は低い。風化流出した窪地には，図版

13に示すように蘇苔類が生じていてますます風化が進

んでいく。，現在は緑地運動によつて植林がかなり進んで

10年～20年生の赤松も所々にみられるようになつてき

て，防砂の効果も著しいようである、（図版14）。後谷の

附近，山田の崩壊地も調査したが，こ㌧は50m×100m

の広きに凹地ができていて，・中央に残丘として花闘岩の

羊脊岩状の地形が残つている（図版15）1こ＼から小流

が流串しているが，水質は，pH二7．3，2，500Ω一cmであ

　つた。豪雨の際にできたと思われるガリ（gully）状の

　侵食溝が流出した崩砂中匠できていた。花崩岩はこのよ

　うに風化し，丘陵が分離して低夷化していくものであξ

　ことがわかる。第1図によれば，出羽の南西に侵食度の

’低い地帯があることがわかる．これは矢上町の例と同じ

　ものである。出羽から上流鱒淵方面や，その対岸の山中

　にある貯水池（農業用水用）附近の景観は，まさに花崩

　岩風化地帯の代表的なものである（図版16）。

　出羽川を下流に下ると阿須那がある。この附近の崖は所

　所崩壊がみられ，図版17で示すものがそれである。第1

　図によれば，出羽川下流では戸河内方面を中心として崖

　端侵食量の強い所がある。その実際例ともいえるもので

　ある．阿須那のものは規模も小きいが，上口羽の国道に

　沿うものは規模も大きく自動車路線に面しているため，

　人災も大きいので慎重な対策工事が実施きれている（図

　版18a，b，）。現場において地質を検討すると，図版中

　に点線で示すように，粉岩脈と思われるautobrecciated

　（自砕）した2～3mの厚さの層が挾在していることが，

　この崩壊を起こきせた原因のようである。図版18はこ

　の粉岩脈を接近した位置からみたもので，全景写真の左

　下隅にあたる所（写真ではみえない）である。この脈岩

　（おそらく一一種のzenolithであろうという）の上盤は，

　黄色のかなり変質した石英斑岩であり，図版18a．b中

で中央高所にみえる白色の岩盤がそれである。下盤は流

　紋岩質の所のある微晶質花崩岩であつて，上盤と本質的・

　に異なつているものではないようである。おそらく上盤

　の一部にも流紋岩質の所もあるのであろう。落下してい

　る岩片のなかに著しく流状構造が発達して，しかも粘土

　化したものがみられる。現在の崩壊面の傾斜は55Dあ

　る。中央に集水きよを設け，下端に擁壁を設けて崩土が

　道路上に落下することを防止しているが，崩壊面に対す

　る処置がいききか手薄のようである。出羽川も阿須那よ

　り下流で急激に流量増加するが，このような破砕帯が割

　合に緩傾斜で広く連続していることも一つの原因をなし

　ているのではないかと思われる。

　　4．6　井原川流域1’

　　この水系のうち，実際に踏査したのは左支流の矢上川

　上流部についてである。矢上盆地は山間盆地としてはか

ドなり広いもので，しかも周辺の低い山陵が禿山となり，

　遠望しただけでもきわめて花嶺岩風化地帯の特徴を示し

　ている所である。一種の花崩岩砂崩積層盆地とも名づく

　べきものである。周辺の山地の荒廃は山砂鉄の採取も大

　いに関係があるといわれている。実際にこの附近の花崩

　　　　　　の　岩は変質作用を受けており，場所によりては1m幅の赤

　鉄鉱の凝結部（シュリーレン）があり，これらが稼行の

30一（766）



島根県・広島県江川流域の治山・治水に関する調査報告（渡辺和衛）

対象となつたものと思われる。盆地の南部の諏訪谷の養

老院裏には2，mに達する赤鉄鉱を主体とした鉱脈をみる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ことができる。一般に盆地内の小丘は，変質きれた形跡

を示している。珪化されて固くなつた所が残されている

ようである。 この花嵩岩崩砂堆積層の状態をみるため

に，適当な切割をさがしたが見当らず，矢上中学校裏手

でこれを実見することができた（図版19）。多少黒色の

部分があるので検討したがlimoniteであつた。

　この盆地の比流量が2m3／sec／100km2で，案外高い値

を示す理由については，解釈が困難であるが，堆積層の

厚きがあまり厚くないことによるのではないかと思われ

る。

　4．7　江川下流地域

　川平橋附近の三郡変成岩体中の崩壊地すべりである

（図版30）。すべり面が低角度で15。位であつた。

　4．8三次附近

　双三郡君田村石原の地すべり崩壊地は，約20年前の

暴風雨の際その徴候が現われたといわれてい『る。第4図

による沈降地帯の説明はすでになきれたが，直接の証明

は困難で実証きれてはいない。大正8年の地震もこの附

近に震源があつたといわれている。最近は昭和27年．6

～7月頃の豪雨によつて，亀裂の度がだんだんひどくな

つてきたので，昭和30年，31年と対策工事が実施きれ

たのである。第9図として500分の1実測平面図を示し，

第！0図としてA－B方向の断面図を示しておく。対策工

事実施の際，20本の試錐を種々の方向に実施して，水抜

きと同時に裂鐸状態の調査を行なつていて，非常に貴重

な資料であつた。実施後地質の立場からみて試錐位置逗

ついていま少しという惜しい地点を見逃していることは．

残念である。しかしなんとかこれをつなぎあわせたもの

が第10図の断面図中に示してある。地層の傾斜や走向を
9
見
落 しているので，つなぎ方に多少無理な点があつたか

も知れないが，大体はこのような地下地質状況であろう

と思う。この図で注意すべきことは，基盤までついた試

錐孔が2本あり，位置からいつてはなれているが，F地層

の不連続を想定きせる所で両方の基盤の岩質がコーアを
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第9図　　広島県双三郡君田村石原地すべり崩壊地実測図（平面）
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1．

みても明らかに違つている。しかしこの附近の花闘岩質

岩石のなかにはよく粉岩が挾在していることがあるので，・

あまり確かな証拠とにならない。

試錐孔から流出した水量については・、それぞれ長期観

測の記録がある。昭和30年から昭和31年までの間のも

のである。災害は昭和27年頃が一番はげしかつたわけ

で，地下における水の圧力分布も，崩壊地すべりの結果，’

ある程度均衡した頃の水量を計測しているわけである。

したがつてこれから逆に，災害勃発当時の姿を想像する・

ことは困難である。しかしなんらかの形跡はとどめてい

るはずである。第9図をみると，No．6ボーリング孔か

らの流出が最も多かつたわけである。この附近のNo．5，

N・．1，No。2，のいずれもこれに次いでいる。図中の

矢印の方向に地下水圧の強い所があつたであろうと想像

きれる。ところが後からボーリングしたNo．8以後のも

のは，非常に湧水量が少ない．むしろ掘進中も逸水する

ものが多かつた。すなわち地中の裂薩はむしろこちらの

方が多かつたということになる。地すべり崩壊現象の主

役はN6．8～14の試錐をした西側が演じており，東側は

一
そ の結果圧力を加えられた水の消散の場として役目をつ

とめているものと思われる。水の流出が異常であつたか

ら，そこが災害の起こつている中心地であるとは簡単に

速断はできない。　こ＼の水質は大体1，390～2，00Ω一cm

の割に低い水比抵抗値をもち，水温13～15。Cでかなり

変化が多い。附近の河川の水比抵抗値は2，400Ω一cmで

あつた。

　現在は水量もずつと減少しており，落着いているよう

である。この災害の原因が，地震その他に関係があると

なかなかに防止することが困難である。

5．江川本流流砂量調査

土木研究所式水中懸濁物測定装置を使用して，中国電

力株式会社都賀本郷測水所において昭和32年1月から

12月まで，平時毎月3回，洪水時4時間間隔の流砂量

第3表　　昭和32年度江川流砂量調套表（中国電力都賀測水所における観測結果）

測　定　期　日

4月24日～28日
5月　5日～　9日

5月20日～23日
6．月　7日　～　8日

7月　4日～13日
7’月　26日　～8月15日

9月11日～13日
9月16日～18日
9月　25日　～10月4日

年　間　総　計

年間総流量

洪水『総流量
　　（m3）

138，374，000

39，524，800

29，376，000

27，648，000

672，272，000

451，194，000

44，064，000

36，288，000

127，008，000

1，565，748，800

約　　3，220シ000，000

総一流砂量・、
　（m3）

163，700

　5，000

　8，750

　4ヲ190
3，195フ000

322，316

　14，100

　3，430

　31，980

3，748，466

3，748ン466

最高流砂濃度
　（％）

0．210

0．017

0．017

0．017

1．250

0．250

0．050

0．017

0，050

1．250

1．250

平均流砂量濃度
　（％）

0．118

0．012

0．029

0．015、

0．475

0．071

0．032

0．009

0．025

註）測水所より上流面積2，890km2に対する地表面低下量　約1．3mm

0．240

約0．117

（中国電力都賀測水所における観測結果）
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測定を実施した。江川は由来流砂量が少ないとされてい

る。ところが実際には，相当大量の流砂量があることが

わかった。第3表は最近到着した都賀測水所における，

土木研究所式B型採泥器による観測の結果である。これ

は昭和32年1月から12月までの・主として洪水時にお

ける観測である。その測定は都賀行の鉄橋上から採泥

し，流量は精密法および浮子法によつて実施したもので

ある。観測時は全河幅を3等分して，各断面について表

面と底面との2段に採泥してある．したがつて，これを

全断面の相加平均として第3表に百分比で示してある。

採取砂泥についての見掛比重を測定していないので，簡

単に重量に換算することが困難であるが，土木研究所の

吉川技官の指示によると，大体1・1が見掛比重となる。

この数値によつて，かりに換算してみると，昭和32年

において，この測点を通過した全土砂量は，重量にして

340，770tであり，体積では，・3，748，466m3である。これ

からこの測水所上流の全面積との関係を求めてみると，

年間で大体L3mmの地表面低下となる。しかしこれは

仔細に検討すると，昭和32年までの前時期の洪水や・平

常時の運搬によって運ばれた砂泥量もこのなかに含ま

れ，そのうえ観測年間においても生産きれた土砂量が，

そのま㌧測水地点まで到達しているわけではないので，

この間の状況についての検討をしなければならない。す

なわち測水地点まで運搬きれてきた土砂の内容について

の検討を必要とするわけである．この問題は・きわめて

解明が困難であり，今後の研究課題であると思われる。

6．結　　語

江川全域4，000km2の広さにわたつて，治山・治水の

立場から，地域ごとの特色を指適し，その実態を考察す

るために，ききに行なつたことのある姫川の場合と異な

つて，地形計測という新しい方法を導入して，全般的の

傾向を示し，個々の事実との比較検討を実施した。地域

が広く，全域を実地踏査しえないために，考案した方法

ではあつたが，案外に実地踏査の結果を総合的の立場か

ら解釈しえて便利であつた。

　本地域が比較的単一の地質で構成きれていることも，

かえつて條件を簡単にして比較しえたのである。

　前回の姫川の場合と同じく，比流量調査を実施した

が，この地域は前回の6倍の広きであつたため，同時観

測が不可能であつたが，適当な補正を施して，災害現象

との関連性を検討した。姫川で成立した法則性は，本地

域においても全く同一といつてよいと思われた。

　姫川が多く水成岩層であつたのに比較して，火成岩層

が多かつたことは対象的であつた。日本においてもつと

も大陸的景観の中国準平原地域における調査は，災害の，

規模の小さいことで特徴づけられ，日本的な荒れ川，急

勾配といつた表現の土地とはうって変わった性格の所で

あると思われる。しかし調査者の立場としてはいろいろ

な條件のものを解析することによつて，その実態が把握

できるのであるから，この調査によつて得られた成果も

得難い貴重なものであると思つている。終りに公益事業

局および中国電力株式会社の協力を得て実施した江川流

砂量成果について概報をしておいた。

　　　　　　　　　　　　　（昭和31年11月調査）

交　献

1）　広島大学篇：地質巡検案内書・1953

／
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図版1　赤色凝灰岩層中の石灰岩礫（七谷川）

図版2　大谷川の古生層中の白色変質帯

1
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図版5　黒石山大亀裂の亀裂面の風化

図版6　　神野瀬川上流（上高野山村）の深層風化
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図版7　花周岩風化堆積層の不整合（神野瀬川上流）

図版8　毛無山南の岩石床
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図版9　　指谷橋附近の荒廃河川（神野瀬川上流高暮貯水池背水の近傍）

図版10　文蔵山土石流発生地 図版11 文蔵山土石流の通過したさいの杉林の被害（土石流の状況

がわかる）　　　　　　（可愛川上流，大朝一八重町間）
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図版12　藤原方面へ流下した土石流の先端（文蔵山南東山腹からの土石流）

図版13 出羽方面花商岩風化地の湿地帯のこけ（後谷・山田風化地帯）

　　　　　　　　一6一



図版14　植林による風化帯の砂防対策（出羽・後谷）

噸、

図版15a 花崩岩風化帯の羊背状残丘，出羽の南

図版15b　　a　　の　・遠　　望
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図版16　花醐岩地の貯水池（出羽川韓淵の対岸）

図版17　　阿須那附近の崖崩れ（石英斑岩の急崖，カシノ木林） 図版18a　上口羽の崖崩れ
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図版18b　　上口羽崖崩れの破砕帯（破砕帯は点線で示した） 図版18c　上口羽佳崩れ破砕帯の細部

図版19 井原川上流矢上盆地の花嵩岩崩砂堆積層中の沼鉄鉱

　　　　　　一　9一



図版20　川平附近古生層の地すべり

図版21　三次附近石原地区地すべり崩壊2～3mの落差を生じた（広島県三次土木出張所提供）
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